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地中熱を利用した無散水融雪システム
Snow-melting and Deicing System Using Underground Thermal Energy

1.　概要
　日本の国土の約６割を占める積雪寒冷地域での安全で安
定した冬期モビリティの確保が強く求められ，また，環境
に対する社会的気運の高まりやライフサイクルコストの導
入を受けて，環境に優しい自然エネルギーを利用し，かつ
設備のランニングコストを低減する無散水融雪システムが
望まれるようになりました。
　新日本製鐵では，自然エネルギーの中でも冬期にも安定
的な熱源である地中熱に着目し，地中熱を利用した無散水
融雪システムの開発を行い，商品化しました。

2.　システム構成
　本システムは，電気料金が安価な融雪用電力を主電力と
して用い，地中熱源ヒートポンプと潜熱蓄熱装置で構成し
ています。通常は，融雪用電力を使用し地中熱源ヒートポ
ンプにより融雪を行いますが，夕方２時間の融雪用電力の
停電時は，潜熱蓄熱装置に蓄熱した熱を取り出して融雪を
行います。

3.　特徴　
（1）クリーンで安定した地中熱を熱源として採用
　冬期間でも十分な熱量を安定して得ることができる地中
熱を採用しました。また，ランニングコスト，CO2排出量を
削減するため，地中熱源ヒートポンプの性能アップを図り
ました。
（2）採熱効率の向上
　地中熱採熱部にはダブルＵ型パイプ方式を採用し，独自
技術として開発した伝熱充填材で埋め戻すことにより，一
般的な埋め戻し材に比べて，地中採熱量を約２割向上させ
ています。
（3）安定した融雪能力
　潜熱蓄熱材に低温度相変化タイプを新たに採用すること
で，相変化温度を空調分野での47℃から32℃へ低下させる
ことができ，地中熱源ヒートポンプの高効率運転を図りま
した。
（4）ランニングコストの低減
　融雪用電力の採用と，地中熱システム全体の成績係数
（COP）を向上させたことにより，ランニングコストを大幅
に低減させることができました（電熱線方式の約３割）。

4.　実施例　　　
　1999年に国土交通省東北地方整備局より技術開発公募が
行われた“自然エネルギーを利用した道路消融雪技術”にお
いて，本システムが一般国道48号関山トンネルに採用され
ました。
　2002年度に融雪設備を設置し，２シーズンの運用結果よ
り，降雪時においても，良好な走行路面を利用者に提供し
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ています。
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